
福津市に住んでいて思ったこと、福津市に来てみて思
ったこと、こうなったらいいなと思うことなど、なんで
も結構です。ご自由にお書きください。

　

市
で
は
、
毎
月
１
回
、
心
の
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
気
に
な

る
こ
と
な
ど
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
、

臨
床
心
理
士
が
受
け
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

８
月
27
日（
月
）　

午
後
２
時

〜
午
後
４
時

場
所　

ふ
く
と
ぴ
あ

費
用　

無
料

申
込
期
限　

８
月
23
日（
木
）

申
込・問
い
合
わ
せ　

市
い
き
い
き
健
康

課（
ふ
く
と
ぴ
あ
）　
☎
３
４・３
３
５
１

　

野
菜
中
心
の
健
康
に
配
慮
し
た
料

理
教
室
で
す
。
年
齢
や
性
別
を
問
わ

ず
に
み
ん
な
で
楽
し
く
調
理
し
な
が

ら
、
今
ま
で
の
食
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
も
参
加
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

日
時　

９
月
11
日（
火
）　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時
30
分

な
ん
で
も
心
の
健
康
相
談
を

利
用
く
だ
さ
い

●
福
津
市
い
き
い
き
健
康
課

郷
育
カ
レ
ッ
ジ
認
定
講
座  「
５
０
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
だ
れ
で
も
料
理
教

室
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
福
津
市
食
生
活
改
善
推
進
会

場
所　

ふ
く
と
ぴ
あ

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員　

30
名　

※
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選

託
児　

あ
り　

※
要
予
約・
１
人
３

０
０
円

参
加
費　
５
０
０
円（
材
料
費
と
し
て
）

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込
期
限　

８
月
20
日（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
い
き
い
き
健

康
課（
ふ
く
と
ぴ
あ
）　

☎
３
４・３
３

５
１

　

寝
た
き
り
状
態
な
ど
に
よ
り
、
寝

具
類
の
衛
生
管
理
が
難
し
い
在
宅
の

高
齢
者
に
対
し
、
訪
問
指
導
お
よ
び

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
者　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
制

度
に
お
け
る
要
支
援
ま
た
は
要
介
護

と
認
定
さ
れ
た
人
で
、
自
宅
で
生
活

し
て
お
り
、
寝
具
類
な
ど
の
汚
染
が

あ
っ
て
衛
生
管
理
が
困
難
な
人

サ
ー
ビ
ス
内
容　

◎
寝
た
き
り
予
防

の
指
導
、
介
護
者
へ
の
環
境
改
善
お
よ

び
寝
具
取
り
扱
い
指
導
◎
対
象
者
が

日
常
利
用
し
て
い
る
寝
具
類
な
ど（
①

掛
布
団・敷
布
団・毛
布
を
各
１
枚
ず
つ
、

さ
わ
や
か
衛
生
管
理
事
業
の

お
知
ら
せ

●
福
津
市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課

ま
た
は
②
掛
布
団・
毛
布・
介
護
ベ
ッ

ド
用
マ
ッ
ト
レ
ス・
ベ
ッ
ド
パ
ッ
ド
を

各
１
枚
ず
つ
）の
洗
濯
、
乾
燥
、
消
毒

利
用
料
金　
①
４
０
０
円　
②
５
０
０
円

受
付
期
限　

８
月
31
日（
金
）

申
込
方
法　

市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
押
印
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
、
訪
問
調
査
を
行
い
、
利
用

の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

課（
福
間
庁
舎
）　

☎
４
３・８
２
９
８

　市長が、市民の皆さんから直接市政に関する提案
や意見をお聴きする「福津市まちづくり地域懇談会
（移動市長室）」を実施しています。市長が各地域に
伺い、市が行っている取り組みや事業、施策などの
説明を行い、皆さんとともにこれからの福津市のま
ちづくりを進めていこうとするものです。皆さんか
ら頂いた提案や意見などは、今後の市政運営の参考
にしていきますので、ぜひご活用ください。
◆ 実施場所　各地域の公民館など申込者が希望する
場所　※会場の手配や準備については申込者にお
願いします。
◆ 対　象　原則として１０人以上３０人以内で構成
する、市内の自治会、各種団体、グループ
◆ 申込方法　申込代表者が、懇談テーマを決めて、
実施希望日の１カ月前までに、希望の日時（第３
希望までお願いします）を電話でお伝えください。
調整の上、正式に申し込みいただきます。
◆ 申込・問い合わせ　市広報秘書課（福間庁舎）
　☎４３・８１１３

　『思いをかたちにする』ワークショップです。
　夫婦のこと、子育てや仕事などあなたの「つぶやき」
を聞かせてください。
◆日　時　８月１９日（日）１０:００～１２:００
◆ 場　所　宮司コミュニティセンター
◆ 託　児　あり　１人３００円（生後６カ月～就学前）
　※８月８日（水）までに要予約
◆定　員　８０人　
◆申込方法　電話またはファクスで申し込み　
◆ 申込・問い合わせ　市男女共同参画推進室（福間
庁舎） ☎４３・８１１６　ＦＡＸ４３・３１６８
 〔講師の紹介〕

　講師の広岡守
もり

穂
ほ

さん（中
央大学法学部教授）＆立美
さん（元石川県議会議員）。
お二人は学生結婚、しかも
中学の同級生。５人のこど
もを育てたパパとママでも
あります。

　学校給食や学校で学んだ食育をテーマに、絵画 (ポ
スター )を描いてみませんか。応募者全員に参加賞が
あります。優秀作品は、福津市教育長賞、優秀賞が
授与されます。奮って応募ください。
◆ 応募資格　市立小・中学校に在籍する児童・生徒
◆ 応募企画　市販の４つ切画用紙にクレヨン ･ クレ
パス ･ 水彩絵の具などを用いて描いてください。
◆ 内　容　学校給食や食育に関すること
　（例）
　　•給食大好き
　　•給食献立や給食の風景
　　•「学校給食」や「食」への感謝の気持ち
　　•地元の食材・郷土料理
　　•「食」で学んだことなど
◆ 応募方法　作品の裏側に、学校名、学年、組、氏名（ふ
りがな）、タイトルを記入し、在籍する小 ･中学校
へ提出してください。
◆ 応募期限　９月７日（金）
◆ 問い合わせ　在籍する小 ･中学校または市学校教
育課（津屋崎庁舎）　☎５２・２９０６

●福津市都市計画課

開催します

●福津市広報秘書課

お住まいの地域に

市長が伺います市長が伺います

夏休み「学校給食・食育絵画」
コンクール作品を募集します

●福津市学校給食会

　市の景観の現状や、現在までの市の景観に対する
取り組みなど、自由な雰囲気での意見交換を行いま
す。福津の美しい景観をみんなで学び、守り、育て
ていきましょう！　奮って応募ください。
◆日　時　８月２６日（日）　１３：３０～１５：３０
　※受付１３：００
◆ 場　所　市中央公民館　研修
室１・２
◆ 内　容　①「景観」とは何か、
福津景観の魅力や問題点など
についての分かりやすい講座
　 ②「ワールドカフェ形式」という自由な雰囲気の
中で、市内の好きな風景や守りたい風景などにつ
いて、参加者全員でワークショップ
◆講　師　仲間浩一さん（前九州工業大学教授）
◆参加費　無料
◆定　員　４０人　
◆ 申込方法　電話またはメールで、氏名、住所、電
話番号をお知らせください。
◆申込期限　８月２０日（月）
◆申込・問い合わせ　市都市計画課（津屋崎庁舎）
　☎５２・４９５６　メール toshi@city.fukutsu.lg.jp

●福津市都市計画課

ふくつ景観まちづくりふくつ景観まちづくり

セミナーセミナー

広岡守穂＆立美の講演会広岡守穂＆立美の講演会

「夫婦のホンネ ほんわかトーク」「夫婦のホンネ ほんわかトーク」
●福津市男女共同参画推進室
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平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
写

真
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

戦
争
体
験
者
の
講
演
も
行
い
ま
す
。

日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
夕
陽
館
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
８
日（
水)
〜
８
月
27
日

（
月
）　

※
８
月
14
日（
火
）・
８
月
21

日（
火
）は
休
館

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

場
所　

潮
湯
の
里　

夕
陽
館

内
容　

写
真
展
な
ど　

問
い
合
わ
せ　

夕
陽
館

☎
５
２・３

３
５
３

　

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

水
産
高
校
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
水
中
写
真
展

　

水
産
高
校
ダ
イ
ビ
ン
グ
部
が
撮
影

し
た
水
中
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
恋

の
浦
や
そ
の
ほ
か
の
海
で
撮
っ
た
写

真
も
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
９
日（
木)

〜
８
月
19
日

（
日
）　

※
最
終
日
は
、午
後
３
時
ま
で

「
夕
陽
館
の
ふ
れ
あ
い
塾 

平
和

に
つ
い
て
考
え
る
」を
開
催
し

ま
す

●
福
津
市
総
務
課

福
津
市
ま
ち
お
こ
し
セ
ン
タ
ー

「
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
」催
し
物

の
ご
案
内●

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　

宗
像
市
在
住
の
秋
吉
嘉
範
さ
ん
が

所
有
し
て
い
る
福
津
市・
宗
像
市
在

住
の
画
家
、
書
家
、
陶
芸
家
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
同
時
に
人
間
国
宝

の
磁
器
、
日
展
特
選
の
書
、
世
界
的

著
名
画
家
の
版
画
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

８
月
22
日（
水)

〜
８
月
27
日

（
月
）
※
最
終
日
は
、
午
後
3
時
ま

で問
い
合
わ
せ　

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

☎
５
２・２
１
２
２

　

県
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、

そ
の
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し

て
地
域
の
子
育
て
支
援
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の「
ふ
く
お
か

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。
認
定
研
修
や
登
録
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
受
付　

月・
水・
金
曜
日　

午
前

10
時
〜
午
後
４
時

電
話
受
付　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
70
歳
現
役
応

援
セ
ン
タ
ー
内「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ

イ
ス
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
」（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
１
の
１
の
33
）　

☎
０
９

２・４
８
１・１
３
１
２

「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
」制
度
を
創
設
し
ま
し

た

●
福
岡
県
子
育
て
支
援
課

　

成
年
後
見
制
度
と
は
ど
ん
な
制
度

な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
ど
う

使
う
の
か
を
、
身
近
な
例
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
講
座
で
す
。

開
催
日
・
内
容　

①
９
月
１
日（
土
）

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
成
年
後
見
制
度
」

「
認
知
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
」　

②
９

月
15
日（
土
）「
成
年
後
見
制
度(

１
）・

（
２
）」　

③
９
月
29
日（
土
）「
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業・
成
年
後
見
制
度

の
具
体
的
な
活
用
法
」

開
催
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後

４
時
45
分　

※
３
日
間
と
も

場
所　

ふ
く
と
ぴ
あ
２
階　

わ
く
わ

く
ル
ー
ム

定
員　

先
着
30
人　

※
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

受
講
料
な
ど　

受
講
料　

千
円
、
テ

キ
ス
ト
代　

７
５
０
円

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号・
フ
ァ
ク
ス
番
号
ま
た
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
市
民
後
見
セ
ン
タ
ー
ふ
く
お
か
」　

☎
０
９
２・６
６
１・１
５
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２・
６
６
１・
０
６
０
１

メ
ー
ル　

shiminkoken@aroma.ocn.ne.jp

「
成
年
後
見
制
度
入
門
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
市
民
後
見
セ
ン
タ
ー
ふ
く
お
か
」

　

精
神
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
人
材
育
成
を
目
的
と
し

た
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程・
講
座
内
容　

①
９
月
６
日（
木
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時　
「
心
の
病

と
は
」　

②
９
月
13
日（
木
）
午
後

２
時
〜
午
後
４
時　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
」　

③
９
月
27
日（
木
）
午
後

２
時
〜
午
後
４
時　
「
当
事
者
と
支

え
る
人
々
か
ら
の
お
話
」　

④
10
月
５

日（
金
）　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分　
「
共
同
作
業
所
や
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
の
見
学

（
ふ
れ
あ
い
喫
茶
の
利
用
）」
※
希
望

者
の
み
参
加

場
所　

福
岡
県
宗
像
総
合
庁
舎
２
階

大
会
議
室

対
象
者　

精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の

あ
る
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
た
い
人

費
用　

無
料　

定
員　

先
着
40
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
限　

８
月
22
日（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

県
宗
像・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

☎
３
６・２
４
７
３

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

●
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
親

子
で
裁
判
所
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
裁
判
官
や
裁
判
員
が
実
際
に
使

用
し
て
い
る
法
廷
な
ど
を
見
て・聞
い

て・体
験
し
て
、
裁
判
所
を
肌
で
感
じ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

こ
の
見
学
会
で
は
、
こ
ど
も
模
擬

裁
判
や
ク
イ
ズ
大
会
、
裁
判
官
へ
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
法
服
を
着

て
の
記
念
撮
影
な
ど
楽
し
い
企
画
を

た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
特
に

６
年
生
に
と
っ
て
は
、
小
学
生
最
後

の
夏
休
み
。
夏
休
み
の
記
念
に
、
裁

判
の
仕
組
み
や
裁
判
員
制
度
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

①
８
月
21
日（
火
）　

午
後
１

時
30
分
か
ら　

②
８
月
22
日（
水
）　

午
前
10
時
か
ら
、
午
後
１
時
30
分
か

ら　

※
各
２
時
間
程
度

場
所　

福
岡
地
方
裁
判
所

対
象
者　

小
学
５・
６
年
生
と
そ
の

保
護
者

定
員　

各
部
先
着
40
組　

※
80
人
程

度申
込
方
法　

電
話
で
事
前
申
し
込
み

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
地
方
裁

判
所
総
務
課
広
報
係　

☎
０
９
２・

７
８
１・３
１
４
１

夏
休
み
裁
判
所
親
子
見
学
会

を
開
催
し
ま
す

●
福
岡
地
方
裁
判
所

　福間地域における郷づくり活動の拠点となる「福間郷づくり交流センター」が
できました。この施設は、郷づくり活動の場および地域住民の交流の場として利
用できます。気軽に利用ください。
◆施設概要
　名称　福間郷づくり交流センター
　※ 愛称「ふくまりん」　この場所は、昔はもっと海（まりん）に近く、松林（り
ん）がたくさんありました。この施設にたくさんの地域の人が集うようにと
いう思いで名付けられました。

　場所　西福間２丁目７－３３（旧福岡法務局跡地）
　施設　事務所、会議室１・２
　※施設は、福間地域郷づくり推進協議会が主体となって管理運営を行います。
◆利用方法　
　一般のかたは、月～金曜日（祝日は除く）の９時から１７時まで利用できます。
　利用の際は、利用日の３０日前から１０日前までに当施設に利用申請をしてください。
◆使用料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１時間当たり）

区　分 施設使用料 冷暖房使用料
会議室１・２（各約３０㎡） 各３１０円 各１００円

　※使用料の減免制度があります。詳しくは、問い合わせください。

★☆ ～オープニングイベントのお知らせ～ ☆★
　オープンを記念して、福間地域郷づくり推進協議会主催のイベントを開催します。部会活動の展示も行っています。
ぜひ、お越しください。
◆日　時　８月１８日（土）９：３０～１７：００
　【第１部】　９：３０～１２：００
　　記念式典
　　記念講演　「女も男もいっしょに地域づくり」
　　講　　師　中嶋玲子さん　 （元杷木町町長、前福岡県男女共同参画センター館長）
　【第２部】　１５：００～１７：００　
　　•福間小学校１年生によるオープニングダンス　•松林クイズ、避難所体験ゲーム、てんとうむし体操などミニ体験
　　•アイスクリーム、ジュース、駄菓子など出店
　※小さなお子さんが遊べるスペースもあります。
◆問い合わせ　福間郷づくり交流センター　☎７２・１０８５
　施設が不在の場合は、市郷づくり支援課（津屋崎庁舎）　☎５２・４９１３

「福間郷づくり交流センター」がオープン「福間郷づくり交流センター」がオープン
●福津市郷づくり支援課

ココココ
福間小学校

体育センター体育センター

本町公民館本町公民館

文
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▲ 福間郷づくり交流センター
　愛称「ふくまりん」
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　実測による初めての日本地図を完成させた伊能忠敬が、
歩いた道を巡るバスツアーに参加しませんか。詳しくは、
問い合わせください。
◆日時　８月２５日（土）　９:３０～１３:００
◆集合場所　津屋崎千軒なごみ
◆ 募集内容　①【バスツアー】　津屋崎千軒なごみ→勝浦
海岸（当時の測量方法の講習）→「大庄屋長嶋源五郎邸」
跡地（勝浦）→「佐治徳左衛門邸」跡地（津屋崎）→津
屋崎千軒なごみ　※バスツアー終了後に、なごみで記念
そばを食べます。
　 ②【食事再現】　サンピア福岡で、宿泊先での供応食を
模した「忠敬御膳」をいただきます。なお、バスツアー
にも参加できますが、バス代が必要になります。
　 ※ツアーに参加せず、当日１０：３０から１５：００まで
津屋崎千軒なごみで、記念そば（３００食）を５００円
で食べることもできます。
◆ 定員　①先着２８人　②先着２０人　※定員になり次第
締め切り
◆ 費用　①１５００円（バス代、保険代、資料代、そば代）　②
４０００円　※バスツアー参加者は、バス代１０００円別途必要
◆申込方法　電話で申し込み
◆申込・問い合わせ　津屋崎千軒なごみ　☎５２・２１２２

　お盆のお供え物（ちょうちん
などの仏具や精霊船は除く）
をお持ちください。
　果物や飲み物類などは、なる
べく少なくしてお持ちください。
◆日時　８月１５日（水）　
　　　　１６：００～２１：００
◆場所　福間漁港駐車場横
◆ 問い合わせ　市うみがめ課　（津屋崎庁舎）　☎５２・４９５３

こまめに水分を摂り、暑い日はクーラーを利用しましょう!!熱中症にご注意ください!! 外出時は帽子や日傘を忘れずに。

　津屋崎千軒民俗館「藍の家」では、年間を通してさまざまな
イベントや展示会などを開催しています。また、ミニギャラリー
として利用することもできます（要予約）。気軽に問い合わせ
ください。

◆ 生葉染めの体験 ◆
　 　今期最後の生葉染めです。詳しくは、問い合わせください。
　日　時　８月１１日（土）　９：００～

◆ リトルジョンさんの藍の家放送局 ◆
　　真夏の暑さを忘れて楽しい音楽を楽しみましょう。
　日　時　８月１９日（日）　１３：００～１５：００

◆ 藍染め体験 ◆
　　夏休みの思い出づくりを家族でお楽しみください。
　日　時　 ８月２１日（火）、２８日（火）
　　　　　１０：００～１２：００（要申込）

※８月１３日（月）～８月１５日（水）はお盆休みのため休館します。
●受付・問い合わせ　津屋崎千軒民俗館藍の家　☎・FAX５２・０６０５

●開館時間　１０：００～１６：００

■　６月のひとの動き（６月３０日現在）
人口・世帯 前年同月比 異動理由

人　口 56,716人 +462人 出　生 41人

男 26,628人 +233人 死　亡 34人

女 30,088人 +229人 転　入 190人

世帯数 22,800世帯 +467世帯 転　出 170人

　

職
員
採
用
試
験
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日　

９
月
23
日（
日
）　

※
第
２

次
試
験
は
、
10
月
中
旬
か
ら
11
月
中

旬（
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

会
場　

九
州
産
業
大
学

採
用
予
定
人
数　
【
短
大
卒
業
程
度
】

①
行
政
事
務
34
人　

②
学
校
事
務
17

人　

③
警
察
事
務
14
人　
【
高
校
卒

業
程
度
】①
一
般
事
務
30
人　

②
学

校
事
務
11
人　

③
警
察
事
務
６
人　

④
土
木
１
人

受
験
資
格　
【
短
大
卒
業
程
度
】昭
和

62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人　
【
高
校

卒
業
程
度
】平
成
元
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人（
た
だ
し
、
大
学（
短
期
大
学

を
除
く
）に
お
け
る
在
学
期
間
が
２

年
を
超
え
る
人
を
除
く
）　

申
込
用
紙
の
配
布
場
所　

申
込
書
、

採
用
案
内
は
福
岡
県
人
事
委
員
会
事

務
局（
県
庁
３
階
）、
県
民
情
報
セ
ン

タ
ー
、
総
合
案
内（
県
庁
１
階
）、
ア

ク
ロ
ス
福
岡
、
そ
の
ほ
か
県
内
の
県

出
先
機
関
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
ダ

福
岡
県
職
員
採
用
短
大
卒
・

高
校
卒
程
度
試
験
の
お
知
ら
せ

●
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

持
参
・
郵
便
で
の
受
付
期
間　

８
月

13
日（
月)

〜
８
月
24
日（
金
）　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時　
（
土・
日
曜

日
を
除
く
）　

※
郵
便
の
場
合
は
、
８

月
24
日（
金
）ま
で
の
消
印
有
効

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
期
間　

８
月
13
日（
月)

〜
８
月
21
日（
火
）　

申
込・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
１
２

－

８

５
７
７　

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７

の
７
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任

用
課　

☎
０
９
２・６
４
３・３
９
５
６

職
員
採
用
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
９
２・６
４
３・３
６
５
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

pref.fukuoka.lg.jp/f20/saiyou.
htm
l

　

毎
週
１
回
、
み
ん
な
で
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
踊
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
見
学
や
体
験
も

で
き
ま
す
。
男
性
の
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
後
７
時
30

分
〜
午
後
９
時　

※
月
４
回

場
所　

福
間
小
学
校
体
育
館

会
費　

千
円（
月
額
）

問
い
合
わ
せ　

秦
さ
ん　

☎
４
２・１

７
５
５

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
」の

会
員
を
募
集
し
ま
す

●
福
間
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

　

家
庭
の
大
部
分
の
経
済
的
責
任
を

負
い
な
が
ら
、
自
己
の
雇
用
状
況
、

自
分
と
家
族
の
生
活
水
準
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
職
業
訓
練
や
教

育
を
受
け
て
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
女
性
を

応
援
す
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給
付
金
額
・
人
数　

１
年
間
24
万
円

を
１
人
に
給
付
し
ま
す
。

申
込
期
限　

９
月
30
日（
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
宗
像　

加
野
さ
ん　

☎
０
９

２・９
４
３・０
２
２
２

女
性
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
応
援

奨
学
金
制
度
の
ご
案
内

●
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宗
像

●同ツアー実行委員会

「「伊能忠敬ウオーク＆宿泊地探訪伊能忠敬ウオーク＆宿泊地探訪
バスツアーバスツアー」に参加しませんか？」に参加しませんか？

は下記の場所でお受けします。
お盆のお供え物

精霊送り
●福津市うみがめ課

ごみ収集・し尿くみ取りの休み
燃やすごみ収集
市 内 全 域 ８月１３日（月）～８月１５日（水）

し尿くみ取り ８月１３日（月）～８月１５日（水）
◇問い合わせ　市うみがめ課（津屋崎庁舎）
　☎５２・４９５３

ココ
福間漁港

西郷川 浜田橋

南町
公民館

漁協

⬆

広報ふくつ 24広報ふくつ25

目　次

編　集　後　記

発　行　・　編　集

 2 【特集】「松林が繫ぐ」

 12 高齢者の相談はお気軽にどうぞ

 14 まちのわだい

 19 聞いちゃってんしゃい！ふくつ便

 20 インフォメーション

 26 みんなのギャラリー

 28 自慢のワンショット

■発行／福津市役所
■編集／広報秘書課広報広聴係（福間庁舎）
　〒811-3293 福岡県福津市中央1-1-1
　☎ 0940・43・8113　FAX 0940・43・3168
　メール info@city.fukutsu.lg.jp
　ホームページ http://www.city.fukutsu.lg.jp/
■印刷／瞬報社写真印刷株式会社

　「太ったね」 １年ぶりに会った友人の言葉です。
　３度の飯よりお菓子が好きな私が、お菓子を止める
ことを決意しました。お菓子の誘惑と戦うこと６週間。
「もう甘いものは食べなくてもいいや」という気持ちに
なりました。
　シュークリーム、チョコレート、スナック菓子、洋
菓子、和菓子…お菓子は多くの人にとって魅惑の食べ
物です。それはストレス社会に生きている私たちの生
活に、至福のひとときを与えてくれます。でもその後
が地獄です。中毒のようにお菓子を食べたい、もっと
食べたいという気持ちに駆り立てられて、もがき苦し
むことになります。お菓子を食べ続ければ、体重は増
え、糖尿病になるでしょう。それは確実に苦しむ道で
あり、寿命も短くなってしまいます。
　人間にはさまざまな欲望があります。欲という感覚
は、生命が生きるために獲得した大切な衝動ですが、
過剰な欲望は害悪です。「お菓子依存症」と「散財」と「健
康被害」の３重の苦しみを味わうことになるのです。
　そもそもお菓子を食べたいという欲求がなければ、
苦しみそのものが存在しません。この欲求の無い状態
が、精神的には楽なのです。これはお菓子に限ったこ
とではなく、お酒やタバコ、ギャンブルなどでも同じ
ことです。嗜好物を求める気持ちが無くなれば、すご
く楽に生きられることが分かります。健康を害するこ
ともなく散財することもありません。
　過剰な欲望に突き動かされてしまうのは、本当につ
らいものです。欲望は甘美なれど苦しみ多きことなり。
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